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テクストマイニングとデジタルヒューマニティーズ2021

日時: 2022年2月4日（金）17:00-

丁寧語の通時的構文交替：
状態空間モデルを用いた

ベイズ時系列分析

The Diachronic Constructional Alternation 
of Japanese addressee-honorific markers:

A Bayesian Time Series Analysis 
using State-Space Models
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大学院での授業が一年間終わったので、そのご報告と、授業で扱った内容と

今日の発表の関係について、冒頭で簡単にお伝えします。

言語統計学A 言語統計学B

ｔ検定 単回帰

重回帰分散分析

質 量

1つ

2つ以上

一般線形
混合効果
モデル

分散分析
（対応あり）

固
定
効
果

混
合
効
果

独立変数：

従属変数：正規分布 正規分布以外

一般化
線形

混合効果
モデル

固
定
効
果

混
合
効
果

一般化
線形
モデル

変 数：観測変数 潜在変数

・隠れマルコフモデル

・トピックモデル

・共分散構造方程式
モデリング

・状態空間モデル
（時系列分析）

・順序ロジスティック
回帰
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観測される値

時系列データ

これは、時点ごとの確率変数の測定値を、その時間順に並べた系列のこと。

19371936 1938

23.1 27.1 21.1
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観測される値

時系列データ

これは、時点ごとの確率変数の測定値を、その時間順に並べた系列のこと。

19371936 1938

0 1 1
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観測される値

時系列データ

これは、いつ採取されたのかという時点が併せて観察されている確率変数の

測定値の系列のこと。

19371936 1938

to v adv to adv v to adv v
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状態空間モデル
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潜在的な状態

観測される値

状態空間モデル State Space Model (SSM)

これは、観測されている変数の背後に、その観測値を生み出す目に見えない状態

の存在を仮定し、この潜在的な状態が時刻ごとに変化するというメカニズムを想定

する統計モデル。

0 1 1
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潜在的な状態

観測される値

観測モデル Observation Model

これは、潜在的な状態をパラメータに、どのように観測値が得られるかを表す

統計モデル。

（例）𝑦𝑖
𝑡
∼ 𝐶𝑎𝑡 𝐹−1 𝛽0

𝑡

0

𝛽0
𝑡

𝑦𝑖
𝑡
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潜在的な状態

観測される値

状態モデル State Model

これは、ある時点の潜在的な状態がそれ以前の状態にどのように依存している

のかを表す統計モデル。

（例）𝛽0
𝑡
∼ 𝑁 𝛽0

𝑡−1
, 𝜎𝑤

2

𝛽0
𝑡𝛽0

𝑡−1 𝛽0
𝑡+1



はじめに

今日の発表のあらすじ
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潜在的な状態

観測される値

目的

・状態空間モデルを用いて、丁寧語に起こった「言語変化」をモデル化する。

・ネイティブの意見が聞けず、コーパスに頼ることしかできない昔の言語の動態

について統計解析を施すことで、定性的な分析だけでは明示的に示しにくい

変化の素描が具体的／客観的に分析できることを示す。

構文１

𝛽0
𝑡𝛽0

𝑡−1 𝛽0
𝑡+1

構文１ 構文２



先行研究



先行研究：日本語の丁寧語の“ふしぎさ”

日本語の丁寧語に特徴的な点（１）：否定丁寧形
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興味深い点

否定丁寧形では二回「丁寧語」が発音されているのに敬意の度合いは他と同じ。

(4) 走らなかった
hasira-nak at-ta.

run-NEG COP-PST

‘(He) did not run.’

(1) 走る
hasir-u.

run-PRS

‘(He) runs.’

(2) 走った
hasit-ta.

run-PST

‘(He) ran.’

(3) 走らない
hasira-nai.

run-NEG

‘(He) does not run.’

(8) 走りませんでした
hasiri-mas-en desi-ta.

run-AH-NEG COP.AH-PST

‘(He) did not run.’

(5) 走ります
hasiri-mas-u.

run-AH-PRS

‘(He) runs.’

(6) 走りました
hasiri-masi-ta.

run-AH-PST

‘(He) ran.’

(7) 走りません
hasiri-mas-en.

run-AH-NEG

‘(He) does not run.’

普通形 丁寧形

現在形 現在形

過去形 過去形
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日本語の丁寧語に特徴的な点（１）：否定丁寧形
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(4) 走らなかった
hasira-nak at-ta.

run-NEG COP-PST

‘(He) did not run.’

(1) 走る
hasir-u.

run-PRS

‘(He) runs.’

(2) 走った
hasit-ta.

run-PST

‘(He) ran.’

(3) 走らない
hasira-nai.

run-NEG

‘(He) does not run.’

(8) 走りませんでした
hasiri-mas-en desi-ta.

run-AH-NEG COP.AH-PST

‘(He) did not run.’

(5) 走ります
hasiri-mas-u.

run-AH-PRS

‘(He) runs.’

(6) 走りました
hasiri-masi-ta.

run-AH-PST

‘(He) ran.’

(7) 走りません
hasiri-mas-en.

run-AH-NEG

‘(He) does not run.’

(9) 中世日本語（東洋文庫弁官補任裏文書；鎌倉遺文 #3078；1223年; Yamada 2019）

語源的に全く関係のない「候ふ」でも
doublingが後期になると生まれている
⇒繰り返す丁寧語の歴史

普通形 丁寧形

現在形 現在形

過去形 過去形



先行研究：日本語の丁寧語の“ふしぎさ”

日本語の丁寧語に特徴的な点（２）：マーキングされる場所
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興味深い点

・聞き手を目指す表現は「文の末尾」に出ると予想されている (Speas and Tenny 2003)

cf. 間主観化

(4) 走らなかった
hasira-nak at-ta.

run-NEG COP-PST

‘(He) did not run.’

(1) 走る
hasir-u.

run-PRS

‘(He) runs.’

(2) 走った
hasit-ta.

run-PST

‘(He) ran.’

(3) 走らない
hasira-nai.

run-NEG

‘(He) does not run.’

(8) 走りませんでした
hasiri-mas-en desi-ta.

run-AH-NEG COP.AH-PST

‘(He) did not run.’

(5) 走ります
hasiri-mas-u.

run-AH-PRS

‘(He) runs.’

(6) 走りました
hasiri-masi-ta.

run-AH-PST

‘(He) ran.’

(7) 走りません
hasiri-mas-en.

run-AH-NEG

‘(He) does not run.’

普通形 丁寧形

現在形 現在形

過去形 過去形
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日本語の丁寧語に特徴的な点（２）：マーキングされる場所

02/04/2022
言文共同研究プロジェクト

テクストマイニングとデジタルヒューマニティーズ2021 14

(10) 韓国語

(4) 走らなかった
hasira-nak at-ta.

run-NEG COP-PST

‘(He) did not run.’

(1) 走る
hasir-u.

run-PRS

‘(He) runs.’

(2) 走った
hasit-ta.

run-PST

‘(He) ran.’

(3) 走らない
hasira-nai.

run-NEG

‘(He) does not run.’

(8) 走りませんでした
hasiri-mas-en desi-ta.

run-AH-NEG COP.AH-PST

‘(He) did not run.’

(5) 走ります
hasiri-mas-u.

run-AH-PRS

‘(He) runs.’

(6) 走りました
hasiri-masi-ta.

run-AH-PST

‘(He) ran.’

(7) 走りません
hasiri-mas-en.

run-AH-NEG

‘(He) does not run.’

普通形 丁寧形

現在形 現在形

過去形 過去形



先行研究：日本語の丁寧語の“ふしぎさ”

日本語の丁寧語に特徴的な点（３）：イ形容詞との相性
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興味深い点

イ形容詞は「丁寧語」が使えなかった！

⇒ 20世紀前半の規範文法書は「美しゅうございます」を推奨。

(14) 温厚ではありませんでした

(11) 温厚です

(12) 温厚でした

(13) 温厚ではありません

(18) 美しくはありませんでした

(15) (?)美し(い)です

(16) *美し(い)でした

(17) 美しくはありません

ナ形容詞（形容動詞） イ形容詞（形容詞）



先行研究：日本語の丁寧語の“ふしぎさ”

日本語の丁寧語に特徴的な点（４）：新規形式の登場
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(8) 走りませんでした
hasiri-mas-en desi-ta.

run-AH-NEG COP.AH-PST

‘(He) did not run.’

(5) 走ります
hasiri-mas-u.

run-AH-PRS

‘(He) runs.’

(6) 走りました
hasiri-masi-ta.

run-AH-PST

‘(He) ran.’

(7) 走りません
hasiri-mas-en.

run-AH-NEG

‘(He) does not run.’

(8’) 走らなかったです
hasira-nak at-ta des-u.

run-NEG COP-PST AH-u

‘(He) did not run.’

(5’) *走るです
hasir-u des-u

run-PRS AH-u

(6’) 走ったです
hasit-ta des-u

run-PST AH-u

‘(He) ran.’

(7’) 走らないです
hasira-nai des-u

run-AH-NEG COP.AH-u

旧形式（規範形式） 新規形式

現在形 現在形

過去形 過去形



リサーチクエスチョン

日本語の丁寧語に特徴的な点：まとめ
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（１）否定丁寧形

（２）マーキング位置

（３）イ形容詞との相性

（４）新規形式の登場

規範文法の扱い

国語調査委員会（編） (1916)『口語法』
・「美しゅうございます」（規範形）
・「美しいです」（記載なし）



リサーチクエスチョン
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（１）否定丁寧形

（２）マーキング位置

（３）イ形容詞との相性

（４）新規形式の登場

規範文法の扱い

国語調査委員会（編） (1916)『口語法』
・「美しゅうございます」（規範形）
・「美しいです」（記載なし）
三尾 (1942)
「ちかごろは、[…]元来叙述機能のない語へつくはずの「です」を、形容詞の
基本形につけて用いるやうになつてきました。まだ語感にしつくりするところ
までは、用法が熟し切つてゐるとはいへないかもしれませんが、[…]」
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日本語の丁寧語に特徴的な点：まとめ
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（１）否定丁寧形

（２）マーキング位置

（３）イ形容詞との相性

（４）新規形式の登場

国定教科書

川口 (2014:89)
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日本語の丁寧語に特徴的な点：まとめ
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（１）否定丁寧形

（２）マーキング位置

（３）イ形容詞との相性

（４）新規形式の登場

リサーチクエスチョン

(19)
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データ

コーパス
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データ
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データ

コーパス検索
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・日本語歴史コーパス（CHJ)
バージョン2021.3 (中納言2.5.2) 最終アクセス：2021年11月24日

検索式
・「美しゅうございます」型
キー: 品詞 LIKE "形容詞%"
AND 後方共起: 語彙素="御座る" ON 1 WORDS FROM キー
AND 後方共起: 語彙素="ます" ON 2 WORDS FROM キー

・「美しいです」型
キー: 品詞 LIKE "形容詞%"
AND 後方共起: 語彙素="です" ON 1 WORDS FROM キー
キー: 品詞 LIKE "形容詞%"
AND 後方共起: 語彙素="た" ON 1 WORDS FROM キー
AND 後方共起: 語彙素="です" ON 2 WORDS FROM キー

検索期間
・明治から昭和



統計モデル

従属変数
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離散的選択

・用いられた変異𝑦：二値の値を取る変数。
新規形式なら1。（「美しいです」型）
旧 形式なら0。（「美しゅうございます」型）

⇒ロジスティック回帰



統計モデル



統計モデル

独立変数
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固定効果
（社会言語学的な要因）

・教科書𝑥1： ダミー変数。教科書からのサンプルなら1
（それ以外0)。

・文学𝑥2： ダミー変数。文学系のジャンルから採られたら1 
（それ以外0)。

（言語学的な要因）

・終助詞𝑥3: ダミー変数。終助詞と共起していたら1 (それ以外0)。

・認識的モーダル𝑥4: ダミー変数。認識的モーダル「ょう」-(y)ooと共起
したら１（それ以外0）。

・過去時制𝑥5 : ダミー変数。過去形なら1（それ以外0）。



統計モデル

独立変数
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変量効果

（言語学的な要因）

・形容詞𝑢0𝑗: j番目の形容詞の独自性。𝑁 0, 𝜏2 に従うと仮定。

※変量効果を適切に推定するため、サンプル数が5以上のものに限定し、
ここでは、32個のイ形容詞（1031トークン）に限定して考察を進める。

⇒ロジスティック回帰
＋混合効果



統計モデル
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ここまでの情報を統合すると…

統計モデル

⇒ロジスティック回帰
＋混合効果



統計モデル

02/04/2022
言文共同研究プロジェクト

テクストマイニングとデジタルヒューマニティーズ2021 30

ここまでの情報を統合すると…

統計モデル

教科書 文学 終助詞 認識的
用法

過去形

形容詞
基準となるベース

𝛽0
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統計モデル

𝛽0

年

𝛽0
(𝑡−1)

𝛽0
(𝑡)

𝑡 − 1 𝑡

𝛽0
(𝑡)

∼ 𝑁 𝛽0
(𝑡−1)

, 𝜎2
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ここまでの情報を統合すると…

統計モデル

⇒ロジスティック回帰
＋混合効果
＋ランダムウォーク



結果



分析結果

02/04/2022
言文共同研究プロジェクト

テクストマイニングとデジタルヒューマニティーズ2021 34

モデル比較

・教科書
・文学
・終助詞
・「ょう」
・過去時制
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モデル比較

・教科書
・文学
・終助詞
・「ょう」
・過去時制
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統計モデル

・教科書
・文学
・終助詞
・「ょう」
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統計モデル



分析結果
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統計モデル

・教科書

・文学

・終助詞

・「ょう」
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統計モデル



まとめと今後の課題



まとめ
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リサーチクエスチョン
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主張
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定量分析から言語理論へ

(21) a. なぜ「ょう」において新規形式への指向が見られたのか？
b. なぜ「終助詞」において新規形式への指向が見られたのか？

スキーマの形成

(8) 走りませんでした
hasiri-mas-en desi-ta.

run-AH-NEG COP.AH-PST

‘(He) did not run.’

(5) 走ります
hasiri-mas-u.

run-AH-PRS

‘(He) runs.’

(6) 走りました
hasiri-masi-ta.

run-AH-PST

‘(He) ran.’

(7) 走りません
hasiri-mas-en.

run-AH-NEG

‘(He) does not run.’
suffixの前に「です」を挿入

(22) 美しい ですね
utukusii des-ne.

beautiful AH-SFP

‘… is beautiful.’

脱カテゴリー化（脱コピュラ化）
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